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アクリロニトリル（CAS no. 107-13-1） 

文献信頼性評価結果 

 

 
○：既存知見から示唆された作用 

－：既存知見から示唆されなかった作用 

*その他：視床下部―下垂体―生殖腺軸への作用等 

 

アクリロニトリルの内分泌かく乱作用に関連する報告として、動物試験の報告において、抗アン

ドロゲン様作用、視床下部―下垂体―生殖腺軸への作用、副腎皮質ホルモン量に変化を示すことが

示唆された。 

 

(１)生殖影響 

 Tandon ら(1988)によって、アクリロニトリル１、10mg/kg/day を 60 日間経口投与した成熟雄

CD-1 マウスへの影響が検討されている。その結果として、精巣上体中精子数、精巣中ソルビ

トールデヒドロゲナーゼ比活性、精巣中酸性フォスファターゼ比活性の低値、精巣中ラクテー

トデヒドロゲナーゼ比活性、精巣中 β-グルクロニザーゼ比活性の低値が認められた。 

想定される作用メカニズム：抗アンドロゲン様作用 

 Kamijo ら(1986)によって、アクリロニトリル 50mg/kgを単回静脈内投与した雌 SDラットへの

影響(投与 24時間後)が検討されている。その結果として、血清中プロラクチン濃度、下垂体中

プロラクチン産生細胞のゴルジ領域体積比の高値が認められた。 

また、アクリロニトリル 150mg/kg を単回静脈内投与した雌 SD ラットへの影響(投与１時間

後)が検討されているが、血清中プロラクチン濃度、血清中成長ホルモン濃度、下垂体中プロラ

クチン産生細胞の各領域体積比、下垂体中成長ホルモン産生細胞の各領域体積比、下垂体中プ

ロラクチン産生細胞の生成顆粒直径、下垂体中プロラクチン産生細胞の貯蔵顆粒直径、下垂体

中成長ホルモン産生細胞の分泌顆粒直径には影響は認められなかった。 

想定される作用メカニズム：視床下部―下垂体―生殖腺軸への作用 

 

(２)副腎影響 

 Szabo ら(1984)によって、アクリロニトリル２、４、20、60mg/kg/dayに成熟期(平均体重 200g)

から７日間経口投与した雌 SD ラットへの影響が検討されている。その結果として、２

mg/kg/day のばく露群で副腎相対重量の低値、２及び 20mg/kg/day のばく露群で血漿中コルチ

コステロン濃度の低値が認められた。 

また、アクリロニトリル２、４、20、60mg/kg/dayに幼若期(平均体重 150g)から 21日間経口

投与した雌 SDラットへの影響が検討されている。その結果として、２mg/kg/day以上のばく露

群で血漿中コルチコステロン濃度の低値、２、20、60mg/kg/day のばく露群で血漿中アルドス

テロン濃度の低値が認められた。 

また、アクリロニトリル４、20、60mg/kg/day に離乳後(平均体重 40g)から 60 日間経口投与
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した雌 SDラットへの影響が検討されている。その結果として、４mg/kg/day以上のばく露群で

血漿中コルチコステロン濃度の低値、60mg/kg/day のばく露群で血漿中アルドステロン濃度の

低値、副腎相対重量の高値が認められた。 

また、アクリロニトリル１、20、100、500ppm(飲水中濃度)に成熟期(平均体重 200g)から７

日間飲水投与した雌 SD ラットへの影響が検討されている。その結果として、１ppm のばく露

群で副腎相対重量の低値が認められた。 

また、アクリロニトリル１、20、100、500ppm(飲水中濃度)に幼若期(平均体重 150g)から 21

日間飲水投与した雌 SD ラットへの影響が検討されている。その結果として、500ppm のばく露

群で血漿中コルチコステロン濃度、副腎相対重量の低値が認められた。 

また、アクリロニトリル１、20、100、500ppm(飲水中濃度)に離乳後(平均体重 40g)から 60

日間飲水投与した雌 SD ラットへの影響が検討されている。その結果として、１及び 500ppm

のばく露群で副腎相対重量の高値、100ppm のばく露群で血漿中コルチコステロン濃度の低値

が認められた。 

想定される作用メカニズム：副腎皮質ホルモン量変化 
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（平成 27年度第２回化学物質の内分泌かく乱作用に関する検討会 資料 1より抜粋） 

 


